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週刊避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.32

【11月28日】

甲状腺の全県巡回検査が南相馬市で始まりました。
県の県民健康管理調査の一環として18歳以下の約36万

人が対象で、南相馬市では約１万2,500人が対象です。
初日は福島医大や東北大、長崎大などの医師が原町保健

センターを訪れ、県内外の避難所などから集まった約700
人の子供たちを検査しました。

巡回検査は9つの小中学校と原町、鹿島の保健センターを
会場に12月22日まで行われます。

原町保健センターの検査会場 超音波エコー機器で検査

表示される画像でしこりなどを調査 検査は2～3分で終了
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南相馬市役所から、警戒区域内と、鹿島区の仮設住宅や福幸商店街の双葉食堂などの写真が
届いていますので、ここでは一部を紹介します。

写真は交流ルーム「ひばり」でいつでもご覧いただけますので、お気軽にお越しください。
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ペットを自宅に残してきた方へ

ボランティアにより警戒区域内で保護され
た動物たちのリストです。
2011年10月下旬頃までの情報を元に掲載

されています。
写真や首輪、特徴などが載っています。

〔保護区域〕浜通り全般、飯舘村、田村市など

もしかしたらお探しの飼い犬や猫が保護さ
れているかもしれません。
「ひばり」で確認されてはいかがですか？

※このリストのほかにも、
別のボランティアの方から
届いたポスター集がありま
す。

床のワックスがけのお知らせ

１２月１３日（火）午後１時頃から
「ひばり」内において、床のワックスがけ
をします。

・作業は約１時間ほどです。
・終了後すぐに入室できるか確認中

黙とうのお願い

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震

災から１２月１１日で９カ月になります。

そこで、多くの方たちが亡くなられたことに哀

悼の意を込めるとともに、一日も早く生まれ故郷

が復旧・復興し、全国に避難を余儀なくされてい

る皆さんが、一日も早く故郷へ戻れることを願い、

今年最後の節目として黙とうを捧げたいと思っ

ています。

「交流ルームひばり」では、１２月１１日午後

２時４６分から１分間の黙とうをいたしますの

で、お時間のある方は、ぜひ「ひばり」までお

越しください.

ささやかながら、お汁粉を用意してお待ちして

おります。

ひばりスタッフ一同

交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）

ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０

問い合わせ

東北地方太平洋沖地震
被災保護動物リスト集 福島版 〔730匹〕

浪江町の写真
（3月11日から最近のもの）

先日の芋煮会の際に、浪江町役場職員の
方が『ひばり』に置いていきました。
いつでも見ることができますので気軽にお

いでください。
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配布時に留守だったお宅には「お米引き換え券」を置いていきますので、
下記のとおり受け取りにお越しください。

受け取り場所
・雇用促進住宅入居者の方……………２号棟 ２０４号室
・雇用促進住宅以外の入居者の方……総合福祉センター内「ひばり」

受け取り期間
１２月１５日（木）～１２月２２日（木）

三条市News

旭小学校の子どもたちが
愛情込めて作ったお米を、
避難者の皆さんにプレゼント
することになりました。

問い合わせ 教育総務課 ＴＥＬ： ０２５６－４５－１１１１

・雇用促進住宅入居者の方
旭小学校のＫＩＤＳサンタがお届けします。

・雇用促進住宅以外の入居者の方
「浜通り×さんじょうライフ」とともに職員がお届けします。

配布日時 １2月１5日（木）

「お米引き換え券」を
忘れずにお持ちください。

旭小学校では、毎年全校生徒で学校田の田植えと稲刈りを行っており、収穫したお米は、収
穫祭を開催し、子供たちや保護者で食べたり、また、老人ホームやお世話になった方々にも提
供しています。
子どもたちは東日本大震災に大きな衝撃を受け、今年収穫するお米は被災者の方々にもお届
けしたいと、田植えをする前から強く切望していたそうです。

当日は、子どもたちがサンタクロースの衣装をまとい、メッセージを添えてクリスマスプレゼントと
して月岡雇用促進住宅にお住いの世帯に直接お届けいたします。
その他のお宅については、情報紙「浜通り×さんじょうライフ」とともに職員がお届けいたします。

お米１世帯約２㎏
☆クリスマスカード付き☆

（ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０）
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被災自治体News

次ページへ続きます→

南相馬市からのお知らせ

放射線被ばく検診の実施について
12月1日ＨＰ更新

福島第一原子力発電所の事故に伴う健康不安の解消と健康管理のためホールボディー
カウンターによる放射線内部被ばく検診を行います。

対象者
原発事故の発生時に南相馬市に居住されていた小・中学生、高校生（１８歳までの相当

年齢にある者）、警戒区域および高放射線量地域に生活されていた市民で、まだ検診を申
し込まれていない方。（定員 約４，０００人）
（高放射線量地域：上栃窪、橲原、大谷、高倉、馬場、大原、片倉、押釜地区）

検査項目・料金（個人負担金）

検査日時・人数
平成２４年３月３０日（金）までの毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

※１日あたり約９０人

実施場所
南相馬市立総合病院（南相馬市原町区高見町二丁目５４－６）

申込受付期間

平成２３年１２月１５日（木）～２５日（日）

※申し込み方法など詳しい内容につきましては、南相馬市ホームページまたは「広報みな
みそうま」に掲載されております。

・検診全般に関すること
健康福祉部健康づくり課
ＴＥＬ： ０２４４－２３－３６８０ FAX： ０２４４－２３－４５２５
E-mail：kenkodukuri@city.minamisoma.lg.jp

・検査予約、検査日程、検査結果等に関すること
南相馬市立総合病院
ＴＥＬ： ０２４４－２２－３１８１ FAX： ０２４４－２２－８８５３
E-mail：sogo-hp-jimu@city.minamisoma.lg.jp

問い合わせ

無料ホールボディーカウンターによる検査

料金検査項目
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被災自治体News

次ページへ続きます→

問い合わせ 市民生活部環境衛生課環境保全係
ＴＥＬ： ０２４４－２４－５２３１ FAX： ０２４４－２３－０３１１

津波被害により流出した物品の縦覧場所の休館について
12月2日ＨＰ更新

市では、津波で流された写真や賞状などの「思い出の品」を栄町柔剣道場と馬事公苑で
縦覧し、本人の所有物と確認できたものを持ち帰っていただいています。

馬事公苑の縦覧会場は、12月11日（日）で終了し、縦覧しているものは栄町柔剣道場に

移動します。
また、栄町柔剣道場は改修工事のため12月12日（月）から平成24年1月3日（火）まで休

館します。

平成23年12月11日（日）まで

平成24年1月4日（水）から

※受取方法：本人確認のできるもの（運転免許証など）を持参してください。

なし（土・日曜日も行います。）閉館日

午前9時から午後４時まで時間

栄町柔剣道場（原町区栄町二丁目42）
※鹿島区および原町区（小沢、小浜地区以外）で発見されたもの

馬事公苑 倉庫（原町区片倉字畦原4-1）
※小高区および原町区の一部（小沢、小浜地区）で発見されたもの

場所

月・木曜日閉館日

午前9時から午後４時まで時 間

栄町柔剣道場（原町区栄町二丁目42）
※馬事公苑で縦覧していたものを集約します

場 所

市内の幼稚園・保育園の状況について
12月2日ＨＰ更新

５月６日から鹿島区のかしま・かみまの保育園および私立保育園合同のなかよし保育園、
６月１日から鹿島・上真野幼稚園、９月１日から八沢幼稚園を開園しています。

鹿島区・原町区内すべての幼稚園・保育園の除染が終了し、緊急時避難準備区域の解
除に伴い、現在、原町区内の私立３幼稚園と私立３保育園が再開しております。

なお、なかよし保育園は原町区での保育が可能になったため１０月末をもって終了いたし
ました。

原町区内の公立幼稚園・保育園については、入園予定者数の８割の園児が避難してい
るため、今後、本市に戻ってくる園児数の推移を見極めて検討していきます。
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被災自治体News

問い合わせ
教育委員会幼児教育課
ＴＥＬ： ０２４４－２４－５２４２ FAX： ０２４４－２３－７７８２

幼稚園・保育園の状況

20.2％473人2,340人総計

-41人-家庭保育・認可外等利用児

18.5％432人2,340人保育園・幼稚園計

14.8％177人1,198人幼稚園計

8.6％41人474人私立幼稚園

18.8％136人724人公立幼稚園

22.3％255人1,142人保育園計

18.8％73人389人私立保育園

24.2％182人753人公立保育園

就園率臨時幼・保震災前園児数震災前の在籍園等

※表の見方…公立保育園753人のうち182人が臨時の幼稚園または保育園に在籍して

いるという意味。
※臨時幼稚園では、3歳児保育未実施

現在開設している臨時幼稚園・保育園

【幼稚園】

２３－３４３９原町区橋本町一丁目１５さゆり幼稚園私立

２３－３６５０原町区国見町一丁目５０原町みなみ幼稚園私立

２３－３３０６原町区二見町三丁目６８－４青葉幼稚園私立

４６－４６７２鹿島区南屋形字北原３２八沢幼稚園公立

４７－２１４７鹿島区山下字中の内２７３上真野幼稚園公立

４６－４６５５鹿島区鹿島北千倉２４－２鹿島幼稚園公立

電話番号（0244）住所 （南相馬市）園名公・私別

【保育園】

２４－６４７８原町区西町二丁目３４－１よつば保育園私立

２２－８４３２原町区北町３７３－１２４北町保育所私立

２２－５０９０原町区二見町一丁目８０－１原町聖愛保育園私立

４７－２３０７鹿島区浮田字一丁田６７かみまの保育園公立

４６－１７１７鹿島区西町三丁目９０かしま保育園公立

電話番号（0244）住所 （南相馬市）園名公・私別

H23年9月5日現在
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被災自治体News

浪江町からのお知らせ

次ページへ続きます→

町長からのメッセージ
12月1日ＨＰ更新

異郷の地での「除夜の鐘」

町民の皆さまへ

光陰矢の如しと言います。震災から９カ月の歳月が流れ、時は今「師走」になり

ました。

慣れない風土の違う異郷の地で「除夜の鐘」を聞くと思うと、やるせない・悔しい・

さびしい・つらい気持ちになり、心が痛みます。

現実を直視し「明けない夜はない」ことを信じ、前に進むことを考えつつ、新しい年

を迎えたいと思います。

現在町では、町民代表で構成する復興検討委員会ならびに外部の専門分野

で活躍する有識者会議で「復興構想ビジョンの素案」づくりを１０月から着手し、ふ

るさとに「戻りたい人」「戻りたいが戻れない人」「戻りたくない人」等のさまざまな視

点にたって、それぞれの町民の思いに応えていくよう、町の再生・創建の素案を今

月中にまとめたいと考えております。

また、日々の暮らしと生業を崩壊させられた私たちへの将来にわたっての賠償・

補償を獲得するため、国、東京電力に強力にアピールし、賠償紛争審査会の「中

間指針」の全面見直しを要求します。さらに、加害者である東京電力には、人災

の立場でその責任のもと迅速に賠償を行うよう強力に要求します。町といたしまして

も県弁護士会の「ブレイン・ハート法律事務所」、「福島原発被害者弁護団」と連

携協調し、生活支援・生活再建を図りたいと存じます。

健康管理・健康調査でありますが、県内外の全町民の内部被ばく検査、さらに

は甲状腺の検査を引き続き実施します。国が責任をもって医療支援を行うよう明示

させ、確実に履行を担保する法制化を求めていきます。

結びに、今年は生涯忘れられない最悪の年となりましたが、くる年は平穏で健や

かな希望の灯が見える年にしたいものです。寒さが一段と厳しくなる季節、くれぐれ

も町民の皆さまにはご壮健にお過ごしくださるようご祈念申し上げます。

平成23年12月1日

浪江町長 馬場 有
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被災自治体News

次ページへ続きます→

いわき地区における内部被爆検査実施について
12月7日ＨＰ更新

問い合わせ

町民の安全・安心と将来の健康管理を確保するため、いわき地区で内部被ばく検査
（ホールボディーカウンター）を実施することになりました。

実施日 平成２４年 １月１３日（金） ※５０名
１月２３日（月） ※５５名

受付時間（１日５回実施）

検査対象
・３０歳以下の方
・妊娠中で、内部被ばく検査を受けたことのない方
※４歳未満については、行動をともにした方の検査となります。
※特に３月１１日以降、浪江町に長く滞在された方、津島地区に避難された方、

２０キロ圏内に長く滞在した方については、検査の受診をお勧めします。

実施場所
いわき市立総合磐城共立病院（受付場所：南３病棟）
（いわき市内郷御厩町久世原１６） ＴＥＬ：０２４６－２６－３１５１

申込方法（１２月１２日から受付）
電話でお申し込みください。後日、同意書と申込書を郵送しますので、記入後、返信して

ください。
※定数になり次第、締め切りとなります。

浪江町役場 二本松事務所 放射線管理班
ＴＥＬ：０２４３－６２－０１２３

０８０－５９４９－８６１４（吉田・新開）

１６：００１５：００１４：００１０：３０９：３０

５回目４回目３回目２回目１回目

福島県借上げ住宅への入居受付について
12月1日ＨＰ更新

借上げ住宅特例措置につきまして、現在受付をおこなっているところですが、福島県の
ほうから１月中に入居可能な物件についても対象となる旨の回答がありましたのでお知ら
せします。

なお、２月以降については現在未定となっております。報告があり次第お知らせします。
また、住替え（県内から県内、県外から県内への移動に限る）につきましてはやむをえな

い理由があった場合に、一度に限り（世帯分離も含む）認められるとなっております。
詳細については住宅支援班窓口にて随時受付けておりますのでご連絡ください。

住宅支援班 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３（代表）問い合わせ
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被災自治体News

浪江町内小中学校等の空間放射線量測定結果（12月2日測定分更新）

12月3日ＨＰ更新
（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)

8.589.109.909.459.54グラウンド
「中央西北より」

ふれあいセンター
なみえ

9.379.7610.59.7510.00校庭「中央西北より」浪江中学校

6.646.507.286.937.32校庭「中央東より」大堀小学校

6.627.067.427.257.34中上ノ原A町営住宅

「公園中央南より」
川添字中上ノ原地内

7.818.418.778.348.66校庭「中央西北より」苅野小学校

14.314.016.315.4016.80校庭「中央西北より」浪江高等学校津島校

9.6310.2011.010.9011.20校庭「中央東北より」津島中学校

7.608.078.967.989.20校庭「中央西北より」津島小学校

6.807.778.157.968.05支所「西より」役場津島支所

測定値
(12/2)

測定値
(11/18)

測定値
(11/4)

測定値
(10/21)

測定値
(10/7)測定詳細箇所測定地

次ページへ続きます→

イキイキサロンふれあい交流会のお知らせ
12月3日ＨＰ更新

すっかり冷え込む季節になりました。
そんなとき”ほっと一息”つきませんか？
離れ離れになった浪江の人達と交流を深め、「絆」をより強くするために、少し集まる時間を
つくりました。

温かいお茶と美味しいお菓子をご用意してお待ちしております。
ご都合のよい時間帯でかまいませんので、ぜひご参加ください。

日 時
平成２３年１２月１０日（土） 午前１０時～午後３時
※昼食は準備しておりません。
※マイカップをご持参ください。

場 所
二本松福祉センター ３Ｆ （〒９６４－０９１１ 二本松市亀谷１－５－１）

浪江町役場 第２事務所
ＴＥＬ： ０９０－３９７１－１９６４（平日 午前９時～午後５時）

問い合わせ
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0.460.570.620.550.58校庭「中央東北より」浪江東中学校

0.280.300.310.280.30正面玄関「東より」請戸小学校

0.500.540.560.480.52校庭「中央東より」幾世橋小学校

0.660.680.680.680.66エスエス製薬(株)
福島工場敷地「北西」

北幾世橋字北中谷地
地内

0.570.650.680.640.67庁舎「西より」浪江町役場

1.601.701.871.661.74浪江日本ブレーキ(株)
工場敷地「西より」

藤橋字亀下地内

3.573.874.083.874.20校庭「中央西北より」浪江高等学校

1.211.311.381.341.36校庭「中央東南より」浪江小学校

測定値
(12/2)

測定値
(11/18)

測定値
(11/4)

測定値
(10/21)

測定値
(10/7)測定詳細箇所測定地

次ページへ続きます→
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平成２４年度浪江町奨学資金奨学生募集
12月5日ＨＰ更新

平成２４年度の浪江町奨学資金の申し込みを受け付けています。

推薦対象者
・浪江町に引き続き２年以上住所を有している方のお子さんで、高等学校、高等専門学

校、大学、短期大学、専修学校(修業年限２年以上）への入学希望者(途中貸付も可能)
・学術優秀、品行方正、健康な方
・国・県または他の団体から同種類の奨学資金の貸与または給付を受けていない方
・町内在住の保証人が必要です。（親および親以外の２名で収入のある方）

貸与額
①大学、短期大学、専修学校専門課程 毎月 30,000円
②高校、高等専門学校(高専）、専修学校高等課程

ア 自宅より通学 毎月 12,000円
イ 自宅外通学 毎月 22,000円

貸与金の返還
卒業の月の６か月後から無利子で返還いただくようになります。

① 毎月 12,000円以上
②-ア 毎月 5,200円以上
②-イ 毎月 9,500円以上

（上級学校進学者は、在学期間中返還を猶予することができます。）

申し込み方法
奨学生願書(保証人の実印押印）にご記入の上、推薦調書、世帯全員の所得証明書・納

税証明書を添付し、浪江町教育委員会へ提出してください。

浪江町教育委員会 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０３０１

問い合わせ

【申し込み先】

〒964-0904 二本松市郭内1丁目８１番地

浪江町役場 二本松第２事務所内 浪江町教育委員会
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双葉町義援金第二次配分のお知らせ
12月1日ＨＰ更新

東日本大震災義援金双葉町配分委員会において、双葉町に対して県内外から寄せられ
た義援金を、被災された方々に次のとおり配分することに決定いたしましたので、お知らせ
いたします。

配分額 一人当たり 15,000円

配分対象者 ①国・県義援金第二次配分対象者
②新生児義援金配分対象者

配分方法 国・県義援金第一次配分および新生児義援金配分申請時に届け出
た世帯代表口座へ振り込み
（先に口座変更届出を提出した方は変更後の口座）

配分開始時期 12月中旬から順次振込開始予定

※申請手続き（申請書等の提出）の必要はありません。

双葉町災害対策本部 義援金配分係
ＴＥＬ： ０８０－３３０３－６７８０ または ０８０－３３０３－６８８７

次ページへ続きます→

双葉町からのお知らせ

問い合わせ

警戒区域への一時立入り（車持ち出し）［２巡目］の実施予定について
12月2日ＨＰ更新

問い合わせ

受付済み分約６０台車持ち出し１２月２４日（土）

受付済み分約１００台車持ち出し１２月１４日（水）

受付済み分約５０台車持ち出し１２月１１日（日）

実施予定地区予定台数立入方式日 程

警戒区域への一時立入り（車持ち出し）二巡目の実施予定日について、下記のとおりお
知らせします。

双葉町総合受付コールセンター
ＴＥＬ： ０１２０－４５５－７７０ （受付時間：平日8:30～17:15）
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任意予防接種費用の助成について
12月2日ＨＰ更新

次ページへ続きます→

問い合わせ 双葉町埼玉支所 健康福祉課健康づくり係
ＴＥＬ： ０４８０－７３－６８９９

小児インフルエンザ予防接種費用の助成について

今年度に限り、「公益財団法人日本ユニセフ協会」の支援を受け、接種費用の一部を助
成いたします。

予診票は医療機関備え付けのものをお使いください。備 考

① 医療機関に予約し、接種してください
② 接種費用は全額お支払ください。
③ 後日指定の口座に助成額分（2,000円/回）をお返しします
ので、「助成申請書」で町に申請してください。

福島県外で接種する方

① 医療機関に予約し、接種してください。
② 医療機関で、助成額（2,000円/回）を引いた差額分をお支
払いください。

福島県内で接種する方
接種方法

・
接種費用
について

平成２３年１０月１日～平成２４年１月３１日
（この期間に接種したものが助成の対象になります。）

接種期間

生後６か月～１３歳未満・・・２回
１３歳以上～中学３年生・・・１回

助成回数

２，０００円／１回 （差額分は自己負担となります。）助 成 額

生後６か月～中学３年生対 象 者

高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用の助成について

今年度に限り、「日本赤十字社」の支援を受け、接種費用の助成を行います。

予診票は医療機関備え付けのものをお使いください。備 考

① 医療機関に予約し、接種してください。

② 接種費用は全額お支払ください。

③ 後日指定の口座に助成額分（8,000円）をお返ししますので
、「助成申請書」で町に申請してください。

福島県外で接種する方

① 医療機関に予約し、接種してください。

② 接種費用は無料となります。福島県内で接種する方
接種方法

・
接種費用
について

平成２３年１１月２１日～平成２４年３月３１日
（この期間に接種したものが助成の対象になります。）

接種期間

１回助成回数

８，０００円 （差額分は自己負担となります。）助 成 額

平成２４年３月３１日までに７０歳以上になる方
（ただし、過去５年以内に接種している方は対象となりません。）

対 象 者
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福島第一原子力発電所２０ｋｍ圏内の空間放射線量率の測定結果について
12月5日ＨＰ更新

9.58.49.88.7山田：国道288号線双葉バラ園入口付近（西7.1km）28

16.914.716.414.2石熊：石熊公民館付近（西7.3km）27

6.67.27.76.0前田：㈱サンリツ入口付近（西北西3.6km）22

6.64.95.75.4寺沢：寺松公民館付近（北西7.0km）18

3.64.03.73.9新山：牛踏交差点付近（北西3.5km）11

5.94.95.45.8長塚：双葉町体育館付近（北北西4.1km）10

22.822.522.524.2長塚：ＪＡふたば営農センター付近（北北西4.8km）8

11/2911/2111/1511/8

空間放射線量率（μSv/h）
測定位置箇所（原発からの方位・距離）№

（単位：マイクロシーベルト／時）

問い合わせ 文部科学省 原子力災害対策支援本部
ＴＥＬ： ０３－５２５３－４１１１（内線4604、4605）

これまでの測定結果
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大熊町からのお知らせ

町長からのメッセージ
12月1日ＨＰ更新

町民の皆様へ

磐梯山もうっすらと雪化粧し冬到来を感じる季節となりました。本格的

な寒さに向かいますので、町民の皆様も健康には十分御留意下さい。

この度の大熊町長選で再任され、21日には当選証書が附与されまし

た。改めて、責任の重さを感じると共に、身の引き締まる思いです。皆様

方の生活と健康を守り、しっかりと大熊町の復興と再生に向けて取り組

んでまいります。

今回は異例ずくめの選挙戦となり、県外にも多くの人々が避難されて

います。投票率の低下も心配されましたが協力・支援を受け無事終了

できましたこと衷心より御礼申し上げます。

震災、原子力発電所事故以来８ヶ月が過ぎ将来を考えると不安が

募り、苛立ちが増えますが、これからが正念場と認識し町民の声を大切

に、議会、職員と共に全力を傾注しことにあたる決意であります。

選挙期間中も「いつ戻れるのか、本当に帰れるのか」と多くの方々に

問われました。

「除染なくして復興なし」と言われますが、国の除染モデルケースも役

場周辺と夫沢地区の２ヶ所でスタートしました。年明けには全町的に取り

組む計画です。結果をふまえて、具体的な復興計画を提示します。

先日、細野環境兼原発担当大臣と会った際にも、除染の結果を疑

問視する町民の声も大きい、除染は復興計画と直結するので、しっかり

と取り組んで欲しいと要望いたしました。

次ページへ続きます→
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また、道路、上下水道等のインフラ整備の委託業務の入札も終了し

帰町する為に何をするべきか、いろいろな選択肢の中でどう対応すべき

か準備を進めます。

他方、高線量で帰還が長引く地域が出た場合の対処法。そして、残

念ながら仕事や子どもの教育等の関係で町を離れる決断をされた方々

への支援策についても、同時並行で考えなければなりません。

次に原子力事故賠償に向けた請求ですが、ようやく精神的苦痛に対

し減額されず10万円となりました。当然だと思いますが、事務の簡素化

や改善すべき点等についても誠意ある対応を国、東京電力に引き続き

強く求めて参ります。

また、町政懇談会等で要望の多かった季節の変わり目に要する処々

の生活資材等を含めた生活支援策として、少しでもお役に立てばと１人

当り３万円ですが振り込み準備を進めております。

「町民が心をひとつにする」連携を大切にするイベントも必要だと感じま

した。

11月5日には会津若松市で、大熊町ふるさと祭りが開催されました。

室井会津若松市長始め来賓のご臨席を戴き、なつかしい顔、元気な

姿再開を喜ぶ町民の皆様の絆を大切にしなければと思います。

20日のふくしま駅伝では、大熊町チームが全国に散り散りになってチー

ム編成も難しく十分な練習もできない中で町の部18位と健闘しました。

選手の皆様の頑張りに勇気づけられ、元気をもらいました。

これからの大熊町を考えると課題が山積ですが、町民の皆様を守り少

しづつでも希望の灯りを大きくする事が私に課せられた最大の責務であ

ると再確認し、不退転の決意で復興、再生に取り組みますので、御指

導、御協力を宜しくお願いいたします。

大熊町長

渡辺 利綱

次ページへ続きます→
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原子力災害復興に伴う財源確保に関する緊急要望書
12月2日ＨＰ更新

12月1日、原子力災害復興に伴う財源の確保を求め、渡辺町長、千葉町議会議長が要
望書を提出しました。

以降要望書原文

次ページへ続きます→

財務大臣 安住 淳 様

経済産業大臣 枝野 幸男 様

参議院復興特別委員長 増子 輝彦 様

民主党 幹事長 輿石 東 様

原子力災害復興に伴う財源確保に関する緊急要望書

今般の東日本大震災に起因する福島第一原子力発電所事故により、町機能ごと県内外

に集団避難を余儀なくされる事態となり、原子力発電所の安全確保に一元的責任を有す

る国を信頼してきた大熊町としては、大変強い衝撃を受けております。

大熊町では、「生まれ育った町を、廃墟の町にしてはならない。」、「大熊町へ全員で一日

でも早く戻る。」という強い意志の下、町民と一体となって復興へ向けた取組みを行ってい

るところであります。

電源立地地域対策交付金の長期発展対策交付金相当分は、廃炉に伴い当町への交付

が打ち切られることが予想されます。当町の安定的運営においては、貴重な財源でありま

した。

地域住民として、今後の廃炉事業が、円滑に進められること、また、今後の地域復興及び

地域再生が、希望に満ち、安心して着実に進むことを望んでいます。

つきましては、かかる状況を十二分にご推察いただき、下記により緊急要望を提出いたし

ます。

１．廃炉に伴う、地域の安全確保と円滑な事業推進に寄与する新交付金を創設すること。

２．大熊町民が震災以前の生活水準に戻れるまで、財源的に長期継続的かつきめ細やか

な支援をすること。

平成23年12月1日

大熊町長 渡辺 利綱

大熊町議会議長 千葉 幸生
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富岡町からのお知らせ

富岡町役場の除染について
12月1日ＨＰ更新

３月１１日の東日本大震災そして福島第１原子力発電所事故による避難から８か月以上
が過ぎましたが、町民の皆様には、心身共に大変お疲れのことと思います。

町といたしましても一日でも早い原子力発電所事故の収束を国及び東京電力㈱に強く
要請しております。

こうした中、ふるさと富岡に帰郷するため、テレビ、新聞等ですでに報道され、皆様ご承知
のこととは思いますが、この度、自衛隊による富岡町役場の除染を行うこととなりました。

実施時期は、１２月中旬から除染を開始して、１月初め頃には完了する予定です。
除染後は役場を中心に、町内の除染及びライフライン整備等の最前線基地として活用して
いく予定です。

つきましては、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

※仮置き場が決定されていないため、除染した土等は安全対策を実施し、役場敷地内に
一時保管いたします。

富岡町災害対策本部 除染対策班
ＴＥＬ： ０１２０－３３－６４６６

問い合わせ

次ページへ続きます→

平成23年度町税の課税について

12月6日ＨＰ更新

東日本大震災等により平成23年度個人住民税の課税時期を延期しておりましたが、所
得が確定した方について、このたび次の日程で課税を実施します。

納税通知書の発付日 平成23年12月16日(金) 

第一期納期限 平成23年12月28日(水) 

※今年度は都合により従来の口座振替が利用できません。
指定金融機関およびコンビニエンスストアで納めることができます。

大熊町役場 税務課
ＴＥＬ： 0242-26-3844(代表)

問い合わせ



20週刊避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.32

被災自治体News
車両持ち出し日程について

12月1日ＨＰ更新

二巡目の車両持ち出しの日程が決定しました。

１２月 ７日（水） 約１００世帯
１２月１８日（日） 約１００世帯
１２月２１日（水） 前述日程では都合がつかない方

富岡町災害対策本部
ＴＥＬ： ０１２０－３３－６４６６ FAX： ０２４－９４６－１７３２
E-mail：tomioka.machi@gmail.com

次ページへ続きます→

役場開庁日時について
12月1日ＨＰ更新

平成２３年１２月１日（木）から、富岡町役場 郡山出張所 （仮庁舎）の開庁曜日・時間が
下記のようになります。

午前８時３０分 ～ 午後５時１５分 （月曜～金曜）

なお、土曜・日曜・祝日については閉庁いたしますので、窓口業務はお休みします。

問い合わせ

いわき市からのお知らせ

新春市民のつどいのお知らせ
12月2日ＨＰ更新

新春市民のつどいを開催します
新年を迎え、改めて東日本大震災で犠牲となられた方々に思いをいたすとともに、いわき

市の復旧・復興と更なる飛躍を祈念するため、新春市民のつどいを開催します。
いわき市民および市内に事業所を有し、参加を希望する方ならどなたでも参加できます。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日 時 平成24年1月5日（木曜日）午後4時から

場 所 パレスいわや（鹿島町久保）

参加費 2,000円（当日会場でお預かりします）

平成24年新春市民交歓会実行委員会
いわき市役所行政経営部秘書課 ＴＥＬ： ０２４６－２２－７４００
いわき商工会議所企画総務部 ＴＥＬ： ０２４６－２５－９１５１

問い合わせ
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被災自治体News
いわき駅前市民サービスセンターについて

12月2日ＨＰ更新

12・1月の休所日は次のとおりです。お越しになる際には、ご注意ください。

《12月》 《1月》

※年末年始の平成23年12月29日(木)～平成24年1月3日(火)は休所となります。

いわき駅前市民サービスセンター
ＴＥＬ： ０２４６－３５－０６６６ FAX： ０２４６－３５－０６６１

次ページへ続きます→

問い合わせ
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福島市からのお知らせ

入湯税の課税免除について ‐対象者が変更になりました‐

11月29日ＨＰ更新

東日本大震災において被災された方（地震等で住居が被害を受けて居住できない方、
原発事故に伴い避難している方等）について、今後中・長期的に避難所等（温泉を使用す
る旅館・ホテルを含む）での避難生活を送る場合もあり、こうした被災された方々への支援
のため、入湯税の課税を免除します。

課税免除する税額
入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、観光施設および消防施設その他消

防活動に必要な施設の整備に要する費用に充てるため、鉱泉浴場における入湯行為に
対して入湯客に課せられるものです。

今回の東日本大震災で被災された方の入湯税については、下記税額について課税を免
除するものです。

○税額
・宿泊 1人1日150円
・日帰り及び自炊 1人1日 75円
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被災自治体News
対象者

（1）平成23年東日本大震災の被災者
各市町村が発行する「り災証明書（全壊・大規模半壊・半壊）」または「被災証明書」によ
り被災者であることが確認できる方、ならびに特定避難勧奨地点に指定された世帯で、
当該地域から避難している方
※宮城県や岩手県などの県外の方も対象となります。

福島第一原子力発電所の事故により、警戒区域および計画的避難区域が含まれる市
町村に住所を有し、当該地域から避難している方
※対象となる市町村は下記のとおりです。なお、下記に住所を有する方については、被
災者であることが確認できれば、「り災証明書」などがなくとも対象者となります。

＜対象となる市町村（警戒区域及び計画的避難区域の市町村）＞
南相馬市の一部、浪江町、双葉町、大熊町、富岡町、楢葉町の一部、葛尾村、川内村
の一部、田村市の一部、飯舘村、川俣町の一部、ならびに特定避難勧奨地点に指定さ
れた世帯

（2）被災者を支援されるボランティア等は、対象外となります。

期間 平成23年11月1日～平成24年3月31日（5か月間）

財務部市民税課 ＴＥＬ： ０２４－５２５－３７１３問い合わせ

郡山市からのお知らせ

「こおりやま市民の翼」参加者募集
12月2日ＨＰ更新

「こおりやま市民の翼」北海道2泊3日のご案内
平成７年度から実施しております「こおりやま市民の翼」は、様々な地域を訪れ、文化交

流や体験を行う研修旅行として多くの皆様にご参加をいただき、好評を得ております。
今年度の「こおりやま市民の翼」は、福島空港からも定期便が就航されている北海道を訪

れます。
今回の研修先では、『小樽運河』、『さっぽろ雪まつり』、『旭川冬まつり』、『旭山動物園』

など北海道の文化を体験していただきます。
どうぞ、この機会に「こおりやま市民の翼」で、冬の北海道をお楽しみください。

なお、お申し込みは先着順とさせていただき、募集定員80名となった時点で、募集を終

了させていただきます。

総合政策部 総合交通政策課
ＴＥＬ： ０２４－９２４－３７２１ FAX： ０２４－９２４－２８２２
sougoukoutuu@city.koriyama.fukushima.jp

問い合わせ

次ページへ続きます→
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被災自治体News

学校給食に使用する平成23年産米の放射性物質検査結果について

11月28日ＨＰ更新

ＪＡ郡山市による検査結果（平成23年11月19日現在）
測定場所：JA郡山市喜久田支店

測定器：ベルトールドジャパン株式会社製ガンマ線スペクトロメーター（ドイツ製）
検出限界値：10ベクレル以下

１．玄米検査（全袋検査）

学校教育部 学校管理課
ＴＥＬ： ０２４－９２４－３４２１ FAX： ０２４－９３４－５７０３
gakkoukanri@city.koriyama.fukushima.jp

問い合わせ

不検出不検出115袋平成23年11月11日

不検出不検出53袋平成23年11月10日

不検出不検出452袋平成23年10月31日

セシウム134・137の合計ヨウ素131
備考

検査結果
袋数（袋/30㎏）検査月日

※学校給食で使用する「あさか舞」の玄米は、すべての袋を検査しております。

2．精米検査（抽出検査）

玄米検査 11/10、11/11不検出不検出1,150㎏平成23年11月19日

玄米検査 10/31、11/10、
11/11不検出不検出3,870㎏平成23年11月16日

玄米検査 10/31不検出不検出2,930㎏平成23年11月11日

玄米検査 10/31不検出不検出4,610㎏平成23年11月8日

玄米検査 10/31不検出不検出3,430㎏平成23年11月4日

セシウム134
・137の合計

ヨウ素131
備考

検査結果

精米した量検査月日

市による精米検査（平成23年11月24日現在）
測定器：ベルトールドジャパン株式会社製ガンマ線スペクトロメーター（ドイツ製）
検出限界値：10ベクレル以下

不検出不検出平成23年11月24日

不検出不検出平成23年11月4日

セシウム134・137の合計ヨウ素131
備考

検査結果
検査月日
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被災自治体News

平成２３年度自動車税の課税について
12月1日双葉町ＨＰ掲載

原子力災害により、平成２３年度自動車税の課税時期を延期しておりましたが、原子力災
害被災自動車の救済措置が整ったことなどから、このたび次の日程で課税を実施いたしま
す。

納税通知書の発付日 平成２３年１２月１２日（月）

納 期 限 平成２４年 １月３１日（火）

※被災した自動車に対する救済措置などの詳細については、最寄りの地方振興局県
税部にお問い合わせください。

■地方振興局県税部連絡先

福島県からのお知らせ

次ページへ続きます→

山梨県、長野県、中国地方0246-24-6025、6035
いわき地方振興局県税部

（いわき市）

埼玉県・四国地方・九州地方・沖縄県0244-26-1127
相双地方振興局県税部

（南相馬市）

富山県・石川県・福井県0241-62-5214、5213
南会津地方振興局県税部

（南会津町）

新潟県・東海地方・近畿地方0242-29-5261、5264
会津地方振興局県税部

（会津若松市）

茨城県・栃木県・群馬県0248-23-1519
県南地方振興局県税部

（白河市）

東京都・千葉県・神奈川県024-935-1261、1264
県中地方振興局県税部

（郡山市）

北海道・東北地方024-523-0051、0021
県北地方振興局県税部

（福島市）

県外へ避難している方電話番号連絡先

＊相双地方振興局県税部は、大変混み合うことが予想されますので、他の最寄りの地方振興
局県税部（県外へ避難されている方は上記の区分に係る地方振興局県税部）へお問い合わ
せください。
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被災自治体News

福島県復興計画（第１次）（素案）に関するパブリックコメントについて
12月4日浪江町ＨＰ掲載

福島県では、今後の復興に当たって、【福島県復興ビジョン】を８月１１日に策定しました
が、さらに、復興ビジョンを踏まえ、今後１０年間の具体的な取組みや主要な事業を示す
「福島県復興計画」を策定しています。

このたび、「福島県復興計画（第１次）（素案）」がとりまとまり、パブリックコメントにかけられ
ておりますので、お知らせします。

期間は１２月１６日（金）午後５時１５分までとなっております。
くわしくは、福島県庁のホームページをご覧ください。

福島県庁 企画調整部 復興・総合計画課
ＴＥＬ： ０２４－５２１－７９２３ FAX： ０２４－５２１－７９１１
fukkoukeikaku@pref.fukushima.jp

問い合わせ

東北地方の高速道路無料措置(見直し)について

東日本大震災等による東北地方の高速道路無料措置は、１２月１日に対象区間、対象車両、利

用方法が見直しされましたので、お知らせします。

被災地の復旧・復興を支援するため、“被災地支援”および“観光復興”の観点から、東北地方の高

速道路の無料開放が実施されています。“避難者支援”の観点からの無料開放は継続されます。

◆実施期間：平成２３年１２月１日～平成２４年３月３１日

原発事故避難者支援による無料化措置が優先されます。

被災地支援による無料区間内のインターチェンジを発着とした、一般レーンによる高速道

路利用であれば、これまでどおり全日・全車種無料となります。

これまでどおり、ＥＴＣでは利用できません。入口料金所で通行券をお取りください。

出口料金所で通行券を渡し、避難元区域が確認できる書面（被災証明書や運転免許証など）

と、本人が確認できる書面（運転免許証や健康保険証、パスポートなど）を提示のうえ、ひと言、

原発事故の避難者であることを伝えてください。 （※いずれの書面も原本に限ります。）

問い合わせ
・国土交通省 道路局 高速道路課 ＴＥＬ： ０３－５２５３－８５００
・ＮＥＸＣＯ東日本 お客さまセンター

ＴＥＬ： ０５７０－０２４－０２４（ナビダイヤル）（24時間）
ＴＥＬ： ０３－５３３８－７５２４（PHS、IP電話のお客様）

★上記以外の福島県内からの避難者の方も同様に無料になりますが、必要な書面が違います。

くわしくは、同封したチラシをご覧ください。

東日本大震災発生時に、国が定める原発事故の避難区域に居住していた方
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被災自治体News

11月28日川内村ＨＰ掲載

いわきコンピュータ・カレッジでは、平成２４年度の入学生を募集しております。
また、「被災学生（家族）へ特別優遇」および「オープンカレッジ参加者への入学試験受験
料免除」も実施しております。

平成２４年度入学生募集について
《第３期募集》

・出願期間：平成２４年１月１３日(金)～２月２日(木)
・入学試験日：平成２４年２月１３日(月)

《第4期募集》
・出願期間：平成２４年２月２２日(水)～３月１４日(水)
・入学試験日：平成２４年３月２１日(水)

被災した学生への特別優遇について
被災状況により、以下のような特別優遇を講じます。

問い合わせ

授業料３分の１免除及び財団奨学金貸与
家屋半壊または世帯主失業
(大規模半壊を含む)

授業料半額免除及び財団奨学金の貸与家屋全壊または世帯主死亡

特 別 優 遇 内 容被 災 状 況

注）他の優遇制度との併用はできません。

オープンカレッジ参加者への入学試験受験料免除について
オープンカレッジへ参加した受験生の入学試験受験料１万円を免除します。

(1)被災の有無にかかわらず、平成２３年度内に実施したオープンカレッジへ参加し、
平成２４年度学生募集の入学試験を受験する方を対象とします。

(2)平成２３年度オープンカレッジ日程
平成２４年１月２１日(土)、２月１８日(土)

いわきコンピュータ・カレッジ 〒971-8185 いわき市泉町４－１３-１２
ＴＥＬ： ０２４６－５６－０７１１ FAX： ０２４６－５６－０７５１
Ｅ-mail info@iwaki-cc.ac.jp
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と き １２月１１日（日） 開場：午後１時

開演：午後１時３０分 ※演奏時間約3時間

ところ 燕市文化会館大ホール

入場料 無料（１世帯２名まで）

※送迎はございません。

【駐車場】燕市文化会館 ほか（誘導係あり）

賛助出演 ・加藤綾子バレエ研究所

・市民メサイア合唱団

主 催 飛燕メサイア合唱団

★受付で下記の両方を提示してください。

・ひめさゆりカード
・先週号に同封したチラシ

※片方だけでは入場できません。

問い合わせ

演奏会の内容については、先週号に同封したチラシをご覧ください。

南相馬市から三条市に避難している、皆さんご存知の佐竹さんの講演会を

開催します。

申し込みは不要ですので、直接会場へお越しください。

と き １２月１２日（月） 午後１時３０分～３時

ところ 中央公民館

演 題 『いのち楽しむ～「氣」の健康法～』

講 師 東北氣功協会代表

氣功研究「養生塾」塾長

佐竹 紀 さん（南相馬市小高区）

対 象 おおむね６０歳以上の方

受講料 無 料

中央公民館

ＴＥＬ： ０２５６－３２－４８１１
問い合わせ

おさむ

先週号の
チラシの裏に
案内図が
あります

飛燕メサイア合唱団
ＴＥＬ： ０９０－９４２６－４４１４

中央公民館
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❦イベント情報❦

●おもてなしイベント情報

◆問い合わせ…
交流ルーム「ひばり」（総合福祉センター内）
TEL: ０２５６－３３－８６５０
Email: hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

中央公民館
大ホール

第11回青少年のためのコンサート
『ほたる日和』ワンマンライブ ※要申込

開場 14:30
開演 15:00

12月10日(土)

南小学校グラウンドサッカー教室18:30～21:00毎週金曜日

期 日 時 間 内 容 会 場

毎週火曜日 18:30～21:30 サッカー教室 コロナ体育館

12月11日(日)
開場 13:00
開演 13:30

第5回飛燕メサイア合唱団演奏会
東日本大震災復興支援コンサート「飛翔へ
の祈り」

燕市文化会館
大ホール

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511
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0243-33-1111本宮市

024-924-7101郡山市

浪江町:男女共生センター内
（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校（埼玉県加須市騎西598-1）
大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:ビッグパレットふくしま内
（郡山市南二丁目52番地）

川内村:ビッグパレットふくしま内
（郡山市南二丁目52番地）

024-525-3793福島市

市町村名 一般問い合わせ用 電話番号 以下の町村は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0480-73-6880

大熊町 0242-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0120-38-2119

いわき市 0246-25-0500

西郷村 0248-25-1111

被災自治体 問い合わせ先一覧


